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S 9-2 -4. ェコロジー 東京急行電鉄での取り組み例
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An Activity for Ecology in Tokyu Corporation 
Toshia Ogihara (TOKYU RAILWAY SERVICE CO.,LTD) 

キーワード：エコロジ一、エコボリシー

京急行エコポリシー
ェs・

エコロジ一

東京急行電鉄での取り組み例
”`疇・,.~、ヽ· • ~ ~ ・・”・ ・・ ・ ▲・・ 
・0如℃讐たし

“ r̀舅算ヽ
グEシ パル勾瀑爛心

＂ 
； 
澤砒R-隻績され覺沼'~-'ラ公涛僕29... 
; •っ ・・ ・ .... ̂l ● .... 口冨心
; •l"mt囀””5`4、”"広↓
； ●這紅賓訊如“肇董皐●9●
! ... 磁”..̂ “如f9
9もつて9-ー サ瓢近雹土言る

t 
》

必：磁ふ＝二亭霞払．

に伴う環境負荷

＇ 

-25-

アッププログラム

体制
---------― -̀-----------------l 
----------------------- - ---• 細紺鉱咎伽叫奎直

9 凛 、や岱 ＾ーマで t- - - I 

●濃＂ 凰隕翼・A埠
．至●贔霞d髯膚巴軍也揚J↓ l叫よ●査寅襲
・モデ心哨如—rm集｀珈訟砥
•鳩•iぃ心●●m t



平成 16年鉄道技術連合シンポジウム (J-RAIL'04) 

活動における環墳影響を評値し、環墳負荷の

らびに汚染の予防に努める。

ルーブ全体の環墳経営を擁道し、社会全体の環墳負

荷低滅を目指した繭品・サービスの提供に努める。

3．ステークホルダーの皆様との関わりを大切にし、良好なコミュ
ニケーションに努める。

この方針を全社員で共有し、持饒可能な社会の構築を推遣

します。

鉄軌道事業環境目的 東京急行環境方針より抜粋

・環境向上のための社員教育

・電力消費の改善（運転電力）
・沿線生活環境の改善
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：函5年度までに原単位を対2000年度比8％削減

・軍繭走行．．

123,166干C*m（対勾の年＋10.6")

・使用電力量
283,483干kWh(対仄収洋＋1.7ll)

・願単位
2.302 kWh/C如~2000年...8.14い
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3)資源循環への取り組み
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